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）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　西条市の皆さん、こんにちは！　　　 　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　私はアメリカのコロラド州から来たダニエル・ピエールといいま
　　　　　　　　　　　　　　　　　す。専攻は国際関係政治学で、今年リッチモンド大学を卒業しまし
　　　　　　　　　　　　　　　　　た。大学では日本語も勉強していて、静岡県浜松市に２カ月留学し
　　　　　　　　　　　　　　　　　たことがあります。日本と日本語を勉強したことが私の人生に素晴
らしい影響を与えたことを、皆さんにお伝えしたいと思います。
　どうして日本語を勉強しているのかと、よく聞かれます。日本文化についての興味深い授業を受けて以
来、日本の文化や生活に興味を持ちました。日本の集団主義とアメリカの個人主義が相対するものだとい
うことを学び、私は日本語を勉強することで日本の文化を深く知ろうと努めました。
　日本語を勉強することに決めたことは、私の人生を大きく変えました。浜松市に留学していた時、日本
のさまざまなことを教えてくれるホストファミリーと一緒に住んでいました。日本語を丁寧に教えてもら
い、日本社会にスムーズに溶け込めるように導いてもらった私は、第二言語を学ぶ価値に初めて気付きま
した。日本語を勉強していなかったら、日本のことも、自分のことも、異文化交流の大事さもいまだに分
からなかったかもしれません。
　浜松市に留学した後、異文化交流を通して、自分が成長し続けられるように頑張ろうと誓いました。そ
して今は、西条市で私が経験した異文化交流と言語研究の大切さを皆さんに伝えられたら幸いです。
　私は日本のビールと日本酒が好きで、テキーラも特に好きです。私を見かけたら、ぜひ声をかけてくだ
さい。一緒にお酒を飲み、カラオケに行く友達募集中です。
　よろしくお願いします！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜訳：国際交流員ケイレブ＞

▲外国語指導助手

　ダニエル・ピエールさん
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